




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































／至上福祉にいたらうとする／それをある宗教情操とする らば／そのねがひから砕けまたは疲れ じぶんとそれからたったもひとつのたましひと／完全そして永久にどこまでもい しよに行かう
とする／この変態を恋愛と〉いった賢治にとって、
妹トシは万
••••
•••.•
••••
人の〈至上福祉〉に
ろうとする上で〈完全そして永久
にどこま
でもいつしよに行かうとする〉〈たっ もひ
とつのた
ましひ〉で
今回、
翌治の詩集「春と修項」の精神基盤として、
法華経、
自
五
あったのである。
そのような賢治の唯一の同感者であったトシの
死は喪治の作品に大きな影極を与えた
。本
格的な詩作が始まって
一年たたないうちにこの事件が起こり、
詩集「春と修紐」では挽
歌がうたわれる事になり、
翌治作品の中で最も高い評価をうける
ものの一っとなった。
またトシの死をモチーフにした窪話も多く
生まれた。
賢治作品の中で私達は、
「みんなの、
すぺての生き物
のほんたう 幸福をさがす」という言菓にしばしば出会う。
これ
はトシの死を経てより強く語られて くようだ。
「農民芸術概論
絹要」で、
「世界がぜんたい幸福に
ならないうちは涸人の幸福は
あり得ない1
.
「
われらは世界のまことの
幸
福を索ねよう、
求迎す
．．． 
でに道である といっていろように、
みんなの幸福を求める、
い
わゆろ菩薩道に入ってゆく。
その―つの転機が
＇トシの死という
瓜
大事件であり、
北洵追
・
樺太旅行での深い思索であったろう。
．
賢治のトシヘの愛情は深く、
大正八年トシ入院の際、
賢治の献
身的な看護の様子は有名だ。
．喪治にとってトシは、
つ
いに
同
感者
たり得なかった友人保阪嘉内に代れる“
友人”であり、
否定して
きた「恋愛」というも のもう―つの側面、
〈完全そし
て永久に
どこまでもいつしよに行〉＜、
という点で．
恋人”であったかも
しれ
ない。
-70-
人文 然、
妹トシという三つのことを中心に考
えた。
これらはやはり賢
治作品の主要な精神であろう。今後は、
これを機会に、今回手を
つけられなかった、
農民、
農業とのかかわり、
友人、
そして絵や
音楽といったものが只治にとってどんなものだったのか、
という
ことも考えてゆきたい。今回、
宮沢緊治の世界についてまだわず
かではあるが研究で
うれしく思う。
心の中に、
喪治に対する
想いがしっかり根をおろしたよう 気がすろ。
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